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1. 組織の概要 
 1）事業所名    カネカ西日本スチロール株式会社 

代表取締役社長 立石 類 

 

 2）所在地     ◎本社・佐賀工場 

〒842-0061 佐賀県神埼市千代田町詫田 1524 番地 

〇鹿児島工場 

〒899-7503 鹿児島県志布志市有明町蓮原 390番地 

〇長崎工場 

〒851-2107 長崎県西彼杵郡時津町久留里郷字新開 1527 番地 1 

〇広島工場 

 〒739-2612 広島県東広島市黒瀬町丸山 38 番地 

 

3）管理責任者及び事務局 

管理責任者  鹿児島工場長（佐賀工場長兼務） 加藤 邦治 

事務局        佐賀工場 製造課仕上係長        布上 和幸 

TEL：0952-44-2711  FAX：0952-44-6010 

 

 4）事業の内容  発泡スチロール函成型品の製造加工 

 

 5）事業の規模  総売上額：12億 4千万円 

   従業員数：43名 

   床面積 ：本社・佐賀工場 4,451 ㎡ 

       ：鹿児島工場   3,470 ㎡ 

              ：長崎工場     971 ㎡ 

            ：広島工場    1,861㎡ 

 

 6）事業年度  4月 1日～翌年 3月 31日 

 

 7）対象範囲   本社・佐賀工場 

   鹿児島工場 

   長崎工場 

         広島工場 
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2. 環 境 経 営 方 針 
 

カネカ西日本スチロール株式会社は、環境との共生・調和を最重要課題として認識し、全社一丸と 

なって環境との共生・調和に配慮した事業活動に取組み、環境負荷を継続的に低減していきます。 

又、当社は、型内発泡スチロール製品生産に必要な原料として、発泡剤含浸ポリスチレンビーズを 

購入、エネルギーとして水・電気・重油（ 蒸気用燃料 ）を消費しております。 

この事業活動に伴う環境への負荷を軽減する為、以下の取組みを継続して実施致します。 

 

 

１．重油、電気使用のあり方を継続して見直し、製造工程での省エネルギーに取組み、 

二酸化炭素排出量を削減します。 

２．新規省エネ原料を早期に使いこなし、金型整備の短縮を行います。 

３．上水・地下水使用のあり方を継続して見直し、循環再使用の徹底を図ることにより、 

使用量と排出量を削減します。 

４．廃棄物の分別を徹底し、リサイクル推進による資源回収を進めることにより、廃棄物削減を継続し 

て取組みます。 

５．グリーン購入法適合商品の購入に努めます。 

６．環境に関わる法令を順守します。 

７．化学物質の適正な維持・管理に努めます。 

８．環境活動レポートを公表・いつでも見られるようにし、特に地域住民の皆様との環境 

コミュニケーションに積極的に取組みます。 

９．その他環境に有益な活動を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

制定日：２００９年５月２５日 

改定日：２０２１年４月 １日 

カネカ西日本スチロール株式会社 

代表取締役社長  立石 類 
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3. 実施体制 

役割分担表

・自部門に関連する緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する

・自部門の教育・訓練をじっしする

・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚する

工 場 長
課　長

・決められた事を守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する
全 社 員

・環境経営目標達成のため、責任を持って自部門の環境活動を推進する

・自部門で発生した問題点としての是正処置、予防処置を実施する

・自部門に関連する法規制等を遵守する

　作成・維持・集計・管理を行う

・社外からの環境情報の収集と伝達を行う

・環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画を部門全員に周知する

EA21事務局

・3ヶ月に１回開催し、環境経営目標及び環境経営計画書の実施状況を

　審議する

・環境管理責任者を補佐し、EA21文書及び記録類、及び基礎データーの

EA21委員会

・３ヶ月に１回、環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実施状況を

　確認・評価する

・上記の結果を代表者に報告する

環境管理責任者

・EA21ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構築し、実行し、

　環境実績を向上させる

・毎年、環境経営目標、環境経営計画を作成する

・環境管理責任者、EA21事務局員を任命する

・環境への取組を実施する為の資源（人・もの・金）を準備する

・EA21全体の取組状況に関し評価、見直しを実施する

代 表 者

佐賀工場

所　属 役割・責任・権限

・代表者として環境経営全般について責任と権限を持つ

・環境経営方針を作成・見直し、社員に周知する

EA21委員会

立石　類

加藤　邦治

長崎工場 広島工場鹿児島工場

布上　和幸

布上　和幸

江口　隆昭

平田　英司

末次　貴

鬼塚　陽平

本山　千春

代表者

立石　類

環境管理責任者

加藤　邦治

EA21事務局
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4.環境経営目標（2021 年度～2023 年度） 

 

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
実績 目標 目標 目標

基準年 基準年の1％削減 基準年の2％削減 基準年の3％削減

全社 4,667,140 4,620,469 4,573,797 4,527,126

本社・佐賀工場 2,022,658 2,002,431 1,982,205 1,961,978

鹿児島工場 1,255,347 1,242,794 1,230,240 1,217,687

長崎工場 609,378 603,284 597,190 591,097

広島工場 779,806 772,008 764,210 756,412

全社 2,834 2,805 2,777 2,749

本社・佐賀工場 2,658 2,631 2,605 2,578

鹿児島工場 2,973 2,944 2,914 2,884

長崎工場 2,820 2,792 2,763 2,735

広島工場 3,147 3,115 3,084 3,053

全社 1,321 1,308 1,295 1,281

本社・佐賀工場 1,210 1,198 1,186 1,174

鹿児島工場 1,430 1,416 1,401 1,387

長崎工場 1,323 1,310 1,297 1,283

広島工場 1,443 1,429 1,414 1,400

全社 832 824 815 807

本社・佐賀工場 782 774 766 759

鹿児島工場 861 852 844 835

長崎工場 824 816 808 799

広島工場 924 915 906 896

全社 64,865.0 64,216.4 63,567.7 62,919.1

本社・佐賀工場 34,208.0 33,865.9 33,523.8 33,181.8

鹿児島工場 27,000.0 26,730.0 26,460.0 26,190.0

長崎工場 1,187.0 1,175.1 1,163.3 1,151.4

広島工場 2,470.0 2,445.3 2,420.6 2,395.9

全社 58,247.2 57,664.7 57,082.3 56,499.8

本社・佐賀工場 37,786.0 37,408.1 37,030.3 36,652.4

鹿児島工場 24,187.0 23,945.1 23,703.3 23,461.4

長崎工場 2,952.0 2,922.5 2,893.0 2,863.4

広島工場 3,320.0 3,286.8 3,253.6 3,220.4

＊原単位：使用量（電気・A重油）／生産量（ｔ）

電気使用量の削減 kWh/t

A重油使用量の削減 L/t

産業廃棄物排出量の削減 ㎏

㎏-CO₂

水使用量の削減 ㎥

＊二酸化炭素排出係数は、0.442㎏-CO₂/kWh（東京電力エナジーパートナー　2020年度を使用)

環 境 目 標 単 位 該当事業所

㎏-CO₂/ｔ

二酸化炭素排出量の削減
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5. 2022 年度 環境経営計画と取組結果 

　1. 二酸化炭素排出量の削減

担当 取組評価

〇

〇

〇

〇

〇

〇

△

〇

△

△

製造係 △

　2.産業廃棄物の削減

担当 取組結果

〇

〇

　3.水使用量の削減

担当 取組結果

〇

△

〇

・冷却配管、ノズルの整備
を実施

・断熱、整備を実施するも
計画数量に届かず

・生産量減少の影響有り

・分別収集を徹底できてい
る

取組状況

・毎月１回のカイゼンの日
を利用して補修をおこなっ
た
・成形機可動状況ごとにコ
ンプレッサー等運転の標準
化を実施した

・こまめに電源OFFを実施

・鹿児島工場は80℃以上を
維持できている

〃

③循環ラインの維持管理 〃

水使用量の削
減

①成形条件の見直しによる冷却水の削減

製造係

年間を通して

②金型整備による使用量の削減

項　　目 達成手段 スケジュール

産業廃棄物量
の削減

①廃棄物の分別の徹底、削減
全社

年間を通して

②分別による再資源化の向上 〃

項　　目 達成手段 スケジュール

A重油使用量
の削減

①ボイラー給水温度80℃を維持する
製造係

〃

②成形条件の見直しを行い加熱時間の短縮を行う 〃

③金型断熱施工計画を作成し実施する
設備係

〃

④金型整備計画を作成し実施する

⑤必要のない機器の電源OFFにする 〃

〃

⑤機器の整備を行い可動率を上げる 〃

項　　目 達成手段 スケジュール

電気使用量の
削減

①エアー漏れの低減

製造係

年間を通して

②成形条件の見直しによるサイクルアップ 〃

③生産量に合ったコンプレッサー・真空ポンプの最適
　運転を確立する

〃

〃

④OA機器の省エネ設定
全社

〃
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6. 2022 年度 環境経営目標及び環境経営計画の実績 

取組結果とその評価 
 

1.  二酸化炭素排出量の削減 

2022 年度は前年度の反動もあり農水産函が出荷減の為、全体の生産量が 1,633t、対前年比△

101t(94.2%)となり予算・前年度を下回った。 

二酸化炭素排出量は 4,316kg-co₂ で目標値 4,574 を達成した。前述の生産量減もあるが、長

崎を除いた 3 工場で燃料原単位を目標以上に改善出来たことも貢献している。 

 

1-1  電気使用量の削減 

全体では目標原単位 1,295kWh/tに対し、実績 1,264kWh/tで目標達成した。 

鹿児島・広島工場は可動率アップや真空装置の最適使用により、目標達成したが、 

佐賀・長崎工場は間引き生産の影響で可動率が下がり、目標未達となった。 

 

1-2  A重油使用量の削減 

全体では目標原単位 815L/tに対し、実績 768で目標達成した。 

佐賀・鹿児島工場・広島の 3工場は原料変更及びボイラー給水温度管理等により目標達成したが、

長崎工場は金型整備が進まず、目標 808に対し実績 822 と達成率 98.2%でわずかに目標未達とな

った。 

   

2. 産業廃棄物の削減 

全体では目標 63.6t に対し、実績 32.3tで目標達成した。 

佐賀・長崎工場の不良製品は有価処理、鹿児島工場は減容によりリサイクル継続しており、目

標を達成した。 

広島工場はクレーム発生もあり、不良率が目標 0.3%に対し実績 0.39%となり、他工場に比べる

と優秀ながら、目標には未達となった。 

 

3. 水使用量の削減 

全体では目標 57.1㎥に対し 46.1㎥で目標達成した。 

佐賀・鹿児島工場は排水循環回収ラインの管理、成形条件の見直しによる金型冷却水の使用量

見直しを行った結果、目標達成できた。 
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目標 達成率

基準年の2％削減 ％

全社 4,573,797 4,315,996 106.0 〇

本社・佐賀工場 1,982,205 1,822,230 108.8 〇

鹿児島工場 1,230,240 1,009,046 121.9 〇

長崎工場 597,190 649,891 91.9 ×

広島工場 764,210 834,829 91.5 ×

全社 2,777 2,643 105.1 〇

本社・佐賀工場 2,605 2,479 105.1 〇

鹿児島工場 2,914 2,656 109.7 〇

長崎工場 2,763 2,847 97.1 △

広島工場 3,084 2,885 106.9 〇

全社 1,295 1,264 102.4 〇

本社・佐賀工場 1,186 1,241 95.6 △

鹿児島工場 1,401 1,259 111.3 〇

長崎工場 1,297 1,392 93.1 ×

広島工場 1,414 1,257 112.5 〇

全社 815 768 106.2 〇

本社・佐賀工場 766 711 107.8 〇

鹿児島工場 844 750 112.5 〇

長崎工場 808 822 98.2 〇

広島工場 906 861 105.2 〇

全社 63,567.7 32,330.0 196.6 〇

本社・佐賀工場 33,523.8 19,230.0 174.3 〇

鹿児島工場 26,460.0 9,760.0 271.1 〇

長崎工場 1,163.3 0.0 ― 〇

広島工場 2,420.6 3,340.0 72.5 ×

全社 57,082.3 46,109.0 123.8 〇

本社・佐賀工場 37,030.3 21,227.0 174.4 〇

鹿児島工場 23,703.3 17,876.0 132.6 〇

長崎工場 2,893.0 3,502.0 82.6 ×

広島工場 3,253.6 3,504.0 92.9 ×

電気使用量の削減 kWh/t

A重油使用量の削減 L/t

＊原単位：使用量（電気・A重油）／生産量（ｔ）

産業廃棄物排出量の削減 ㎏

水使用量の削減 ㎥

達成判定の判定　　〇：98％以上　　　　　△：95～97％　　　　　×：95％未満

＊二酸化炭素排出係数は、0.442㎏-CO₂/kWh(東京電力エナジーパートナー　2020年度を使用）

生産量増及び不良品処理

前年は不良ビーズ廃棄多

前年は不良ビーズ廃棄多

全て有価処理

金型洗浄増による水使用量増

生産量増

生産量増　前年272⇒290t(106.6%)

実績
達成
状況

原料変更による原単位改善

　　　　〃

前年869、予算850は達成

真空落ち等、設備トラブル多

コンプレッサーインバーター制御効果

可動率低下

真空ポンプ使用制御

生産量減　前年1,735⇒1,633t(94.2%)

　〃　　　　　　810⇒　735t(90.7%）

　〃　　　　　　412⇒　378t(91.7%）

　〃241⇒　228t(94.6%）、電気原単位悪化

2022年度

結果の評価
環 境 目 標 単 位 該当事業所

㎏-CO₂

二酸化炭素排出量の削減

㎏-CO₂/t
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7. 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果 

並びに違反、訴訟等の有無 
 

 2022年度 環境関連法規の遵守評価を行い、届出・運用等は全て遵守できています。 

 また、違反、訴訟等はありませんでした。 

主な環境関連法規名 主な遵守事項 遵守評価 

廃棄物処理法 ・契約管理・マニフェスト管理・表示管理 遵守 

大気汚染防止法 ・煤煙(NOX・SOX・煤塵等)の排出基準の遵守 遵守 

水質汚濁防止法 
・排出水に含まれる有害物質の含有量基準の遵守 

・排出水の PH、BOD、COD などの排出基準の遵守 
遵守 

騒音規制法 ・特定施設の届出・規制基準の遵守 遵守 

振動規制法 ・特定施設の届出・規制基準の遵守 遵守 

消防法 
・貯蔵所又は取扱所の設置届出 

・少量危険物貯蔵取扱所の届出 
遵守 

フロン排出抑制法 ・第一種特定製品の簡易点検 遵守 

 

 

8. 地域社会との環境保全共同活動 
毎年、近隣住民及び近隣企業に配慮し、定期的に工場周辺のゴミ収集を自主的に行っています。 

佐賀工場では定期的な草刈りや、樹木の枝伐採を行っています。 

 また鹿児島工場では、近隣の入湯施設に温排水の提供も行っています。 

 

 

9. 代表者による全体評価と見直しの結果 
2022 年度の生産数量は 4工場合計で 1,633t、対前年比△101t(94.2%)で販売量も減少となり

ましたが、加工費改定等により経常利益は黒字を確保しました。                                          

燃料原単位は各工場とも前年・予算を上回る改善となり、二酸化炭素排出量削減に貢献しま

した。 

また、年 2 回のコンプライアンス委員会開催により環境関連法の適合も確認しており、環境

経営システムは有効に機能しています。 

環境経営方針、環境経営目標及び計画、実施体制の現状を継続します。 
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10. 次年度の環境経営目標及び環境経営計画 

次年度の環境経営目標は下記の通りとします。 

特に電気料金が大幅に値上げされることから、次年度は電気原単位改善の優先度を上げ、二酸化炭

素排出減を目指します。 

 

項　目 次年度取組内容

　1-1 電気使用量の削減 成形条件の適正管理　（原料変更でのサイクル維持　全工場）

　1-2 A重油使用量の削減
ボイラー燃焼効率の適正化　（給水温度80℃　佐賀工場)
金型整備の実施　（金型断熱8面　佐賀工場）

2. 産業廃棄物排出量の削減
廃棄物分別の徹底による再資源化の推進　（有価物処理の拡大　全工場）
グリーン購入の推進　（リサイクル用紙使用、Rohs等適合品の購入　全工場）

3. 水使用量の削減 水の循環を進め使用量の削減　（水質の確保　全工場）

4.製品及びサービスの向上
製品クレームを半減し、競争力強化
（ 2022年度 全社8件⇒2023年度 全社4件以内 ）

5.地域貢献活動
工場周辺のゴミ収集　（全工場）
近隣の入浴施設への温排水提供　（鹿児島工場）

 

 

■具体的取組計画 

重油使用量削減については、燃焼効率の向上と効率的な運転台数制御を進めます。更に、生産機械、 

金型の老朽化の早期更新及び整備の実施により燃焼効率の向上を進め燃料使用量の削減を 

推進します。 

電気使用量削減については、インバーター制御等によりコンプレッサーと真空装置の効率使用を行

います。 

廃棄物については、再資源可能な物の分別を更に徹底するとともに、不良率低減により廃棄物量を

削減します。 

排水量については、水の循環ラインの管理の徹底と省エネ成形による冷却水の使用量の削減を進め

ます。 

 

以 上                                                          


